
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習指導要領や第7次福島県総合教育計画、令和6年度学びの変革推進プラン、令和6年度学校教育指導の重点に基づき、肢体不自由のある児童生徒の全体的な 

発達を促し、一人一人の能力や可能性を最大限に伸ばすことができるよう、適切な指導と必要な支援を行います。 

○ 本県の特別支援教育の理念である「地域で共に学び、共に生きる」教育の推進に向け、医療や福祉等の関係機関と連携し、「地域支援センター」における相談支援等の充実を 

図ります。 

○ 健康や安全に配慮した教育環境を整備し、児童生徒や教職員にとってのwell-beingの実現を目指します。          郡山支援学校長  齋藤 成子  

校 訓

明るく 正しく たくましく 

令和６年度 福島県立郡山支援学校 学校経営・運営ビジョン 

主体的に生きる児童生徒 
 

心豊かに生きる児童生徒 
 

健やかに生きる児童生徒 目指す子供の姿 

学校教育目標   一人一人のよさや可能性を広げ、「生活に生きる力」を育み、自立し社会参加できる児童生徒の育成を目指す。 
 
重点目標   情報活用能力を育成するため、個に応じた指導の充実を図りながら各教科等の特質を生かした授業づくりを実践する。 

                                          

                                    

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

                             

■キャリア教育の充実 
 ・卒業後の社会自立を見据えた、主体性を育む指導に努めます。【各学部】【寄宿舎】 

 ・キャリア教育の専門性を高めるための研修に努めます。 

【研修部】【教務部】【進路指導部】【各学部】 

 ・各種検定、大会等への参加を推進します。【各学部】【各教科会】 

・キャリア教育の視点で、児童生徒・保護者・教職員が活用しやすい個別の教育支援計画、個別の 

指導計画の様式見直しを行います。【教務部】【教育支援部】 

 ・共に生きる力となる交流及び共同学習を行います。【各学部】 

 

■安心・安全な環境作り 
 ・児童生徒の実態に合わせた４つの食形態で、安全な食指導に努めます。【健康教育部】 

・備えを意識した防災教育を行います。【防災委員会】 

・保護者、教職員、看護師が連携し、安心・安全なケアを実施します。【医療的ケア事務局】 

■心の教育の充実 

 ・体験的な活動を取り入れた道徳の指導や、心と体を大切する保健指導を行い、心の教育に取

り組みます。【各学部】【道徳教科会】【保健体育教科会】【健康教育部】【生徒指導部】 

■情報活用能力の育成 
・児童生徒一人一人における情報活用能力を考え、育成するための授業づくりや研修に努めます。【各学部】【研修部】 

・ⅠＣＴを活用した学習環境の整備に努めます。【情報教育部】 

・精選した内容の情報モラル教室を実施します。【生徒指導部】 

■自立活動の視点を大切にした授業づくり 
 ・自立活動の専門性を高めるための、研修に努めます。【自立活動部】【研修部】【各学部】 

■センター的機能の充実     ・特別支援教育等に関する相談・情報提供機能を有効に発揮し、地域の相談支援の充実に努めます。【教育支援部】【進路指導部】 

■教職員の働き方改革の推進     ・教職員の働き方と勤務の在り方を見直し、多忙化解消とともに、心身の健康と不祥事防止に努めます。【服務倫理委員会】【働き方改革推進委員会】【教務部】 


